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建築の『自然』概念を、「自然」と「

自然性」という二種類の概念に

分け、それらを統合したものを

新たに『自然』概念として構築し

、それぞれを視覚化することで、

『自然』を失った現代の建築に『

自然』を取込むことを試みる。

『自然』を建築に取込む手法

１東京の特性を把握する

２敷地の特性を把握する

３それぞれの特性を結びつけ

る特性を汲み取る

４その特性を用いて『自然』を視

覚化する

東京の特性

地形の谷           空間のひだ

水の都

汲み取る特性
すきま

　敷地の特性より、残余の地である

本敷地は隣地がなく多方面から視

線が集まる。特に南の神田川からの

視線、相生坂からの視線が多い。そ

のため建物と建物のすきまが道路

と河川を結ぶ重要な場所となって

いる。しかし、現状ではすきまがあま

りにも狭いためごみがたまるなど、

敷地の醜い場所となっている。この

現状の負の特性を用いて計画を進

める。

敷地：御茶ノ水

　　（千代田区外神田2丁目)

敷地面積：約2,500㎡

建物種類：短期滞在型宿泊施設

　　　　（学生マンション)

宿泊施設：70室　

                   約250人 滞在可

商業施設：23店舗　

                   約1,500㎡

述床面積：約7,200㎡

すきま×空間のひだ

折れ曲がり・階段を含む隙間によ

って既存ボリュームを分節するこ

とで各棟が細かく分節され、隙間

に重層性をうむ。この重層性は細

い敷地に奥行きを発生させる。

すきま×地形の谷

すきまに対して建物を高くそ
びえたたせることで、谷をつく
り、都市の新たな谷を視覚化
する。

階段で河川に近づきさらに地

下に下りることで河川を間近に

視覚化させ意識させる。

河川側に広場を設けることで、

水辺空間を演出する。

隙間に対してある程度の採

光を確保するため、緑の棟

を配置し、木漏れ日のよう

な光を隙間に落とす。

すきま×水辺空間 すきま×緑

各棟は約４～６棟ごとまとまっており、それぞれを

１施設として設備を配置する。１階は主に店舗と

寮のエントランスとなりそれより上階は寮の部屋

になる。滞在者は、ベッドと棚を自分のスペースと

し、それ以外はすべてシェアする形とする。

　緑の棟（「自然」が視覚化されている棟）は主にリ

ビングダイニング等のコモンスペースを配置する。

 コモンスペース、リビングの内観イメージ
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河川まで階段で近づけること、広告をさかさまに掲げ河川に映しこむことで河川を視覚化する

すきま見下ろしのイメージ　模型写真


